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■日 時 令和７年５月２７日（火） 午後２時～４時 

■場 所 立川市役所３０２会議室 

■出席者 （敬称略） 

［立川市地域包括支援センター運営協議会委員］ 

学識経験者 宮本 直樹（会長） 

学識経験者                    岡垣 豊（副会長） 

医療従事者                    中村 伸 

第１号被保険者代表                          斎藤 正雄 

第２号被保険者代表                高山 亮 

介護サービス利用者代表              室橋 三郎 

        介護サービス事業従事者                  石井 光太郎 

民生委員児童委員 河野 はるみ 

      ［地域包括支援センター職員］ 

ふじみ地域包括支援センター           安藤 徹、小林 理哉 

はごろも地域包括支援センター                        岡村 深鈴 

        たかまつ地域包括支援センター                    森田 敬子、野田 美輝 

        わかば地域包括支援センター             川野 智美 

        さいわい地域包括支援センター                   大友 正樹、水村 安代 

        かみすな地域包括支援センター           茶野 真由美 

     ［福祉相談センター職員］ 

        にしき福祉相談センター              松田 光子 

        かみすな福祉相談センター             井上 千花子 

        にしすな福祉相談センター             大原 郷治 

［市職員］ 

保健医療部長                   渡貫 泰央 

福祉部長                      佐藤 岳之 

地域福祉課長                   西上 大助 

介護保険課長                        横田 昌彦 

高齢福祉課長                   村上 満生 

介護保険課介護給付係長 杉浦 由樹 

高齢政策課業務係長 高水 万理 

高齢政策課在宅支援係長                               石垣 裕美 

高齢政策課介護予防推進係長                 沖本 弘毅 

高齢政策課在宅支援係     吉田 章子、倉田 雄一、黒瀬 里沙、吉川 隆久
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高齢政策課長  定刻となりましたので、運営協議会を始めさせていただきま

す。 

 私は、今年で高齢の担当課は４年目になるんですけれども、去

年までは高齢福祉課で、今年から名称が変わりまして高齢政策課

となり、この３年で口になじんでしまった高齢福祉課という名称

がなかなか抜けなくて、いまだに時々電話で高齢福祉課と言って

しまうところがあります。恐らくこちらにお電話をいただく皆様

もなかなかなじみがないのかなというのはありますけれども、時

間が解決していくのかなとは思いますので、１年くらいかかるか

もしれないんですけれども、引き続きよろしくお願いします。 

 あと昨年度検討した中で土曜日の営業を取りやめるというとこ

ろで、協議した中では大きな内容だったとは思うんですけれど

も、この４月から土曜日営業を取りやめてはいるが、特段何か大

きなトラブルは今聞いてはいません。本当は何かしら起こるかな

というふうには思っていたんですけれども、あまりにも何も起こ

らないのでちょっと不安と言えば不安なんですけれども、特に何

か起こりましたら、また運営協議会の場で協議していけばいいの

かなというふうには思っています。 

 今年度は、包括支援センター、相談支援センターとも日々大変

な業務をしている中で、いろんな課題とか出てくるかとは思いま

すけれども、この協議会を利用していただいて、そういった課題

の解決を図って、運営できるよう協力していただければと思って

おります。 

 私からの挨拶は以上です。 

 引き続き会長のほうから、よろしくお願いします。 

会長  では、皆様、改めましてこんにちは。お忙しい中ご参集いただ

きましてお疲れさまでございます。ありがとうございます。 

 今年度第１回目の運営協議会を進めてまいりたいと思います。

議事次第にのっとってまいりますので、途中でまた皆様からの自

己紹介を年度が代わりましたので、改めてしていただく時間など

もございます。 

 まず冒頭、今日の運営協議会の定数確認でございますが、９名

のところ８名の方にご出席いただいておりますので、今日の運営

協議会は成立いたしております。 

 次第の１番に進みます。前回の議事録の確認でございます。 
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 既に事前にご確認いただいておりますので大丈夫かと思います

が、何か皆様からご発言ございますでしょうか。よろしいです

か。 

 事務局、何かありますか。 

事務局  特にありません。 

会長  それでは、今日の運営協議会終了をもって議事録は確認したと

いうことになります。この後公開ということになりますので、ご

承知おきをいただきたいと思います。 

 では、次第の２番へ移ります。 

 協議会委員、センター職員、行政職員の自己紹介というところ

でございます。 

 （運営協議会委員自己紹介） 

 

会長  それでは、地域包括支援センターの職員の方から、今日名簿に

ない方もご出席をいただいていますから、併せて順番でお願いで

きればと思います。 

（地域包括支援センター長、福祉相談センター長、職員自己紹介） 

会長  ありがとうございます。にしすな福祉相談センター長は遅れて

来るのだと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、市役所のほうのメンバーも異動があったと聞いてお

ります。よろしく、どうぞ。 

保健医療部長  皆さん、こんにちは。 

 ４月より保健医療部長に着任いたしました。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 日頃、運営協議会の皆様、また地域包括の皆様、また、福祉相

談センターの皆様に高齢者の身近な相談とか市民の安心のよりど

ころとしてご尽力を賜ってございまして、誠に感謝する次第でご

ざいます。 

 私も前所属は総合政策部で、会長とご一緒にちょうどここで10

年間の立川市の未来ビジョンということの策定を主にやってまい

りまして、立川市が新たな10年間のスタートを切る年となってご

ざいますので、引き続き皆さんのご尽力を賜りたいと思ってござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

地域福祉課長  地域福祉課長でございます。昨年度は福祉総務課長でございま

した。実は地域福祉課長に異動となるとともに、仕事も一部、権
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利擁護の関係なんですけれども、地域福祉課のほうに移管という

形で、仕事と人が一緒に動いたという形になってございます。今

年度、よろしくどうぞお願いいたします。 

介護保険課長  ４月に介護保険課長となりました。 

 市では来年度、次期高齢者福祉介護計画の策定の年となりま

す。今年度につきましてはその基礎資料として事前調査、アンケ

ートを実施する予定でございます。また、そのアンケート内容に

つきましてはこちらの運営協議会の委員の皆様のご意見をお聞か

せいただいて、そちらのほうに反映できたらと思っておりますの

で、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 （介護保険課介護給付係長、高齢政策課職員紹介） 

会長  ありがとうございます。 

 にしすな福祉相談センター長、ご到着になられましたけれど

も、何か一言ありますか。 

にしすな福祉

相談センター 

 にしすな福祉相談センター長です。ちょっと遅れてしまってす

みません。今年度もよろしくお願いいたします。 

会長  ありがとうございます。 

 このメンバーで今年度進めてまいりますので、皆さんご協力、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、次第の３番へ移ってまいりたいと思います。 

 報告事項（１）センター業務別連絡会検討テーマについて、で

は事務局からご説明をお願いいたします。 

事務局  では、改めまして本日もよろしくお願いいたします。 

 資料２をご用意ください。 

 こちらの左側の図につきましては、前回の地域包括支援センタ

ー運営協議会でもお示しをして、また、第９期の高齢者介護福祉

計画の中にも載っている地域包括支援ネットワーク・循環図でご

ざいます。 

 本日委員の皆様にご報告したいと考えておりますのが、第１層

のところの右側に、「包括支援センター業務別連絡会」、「総合

相談・権利擁護」、「介護予防」、「ケアマネジメント支援」と

書かれたところがあるかと思いますが、本日、この連絡会での取

組についてご報告していきたいと考えます。 

 資料２の右側をご覧ください。 

 この業務連絡会は、２か月に１回の開催になっております。メ
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ンバーはそれぞれ資料のとおりで、地域包括支援センターの職員

だけではなくて、当該運営協議会委員の弁護士だったり、認知症

疾患医療センターだったり、地域福祉コーディネーター、または

介護保険課と、部署関係者がそれぞれ地域包括支援センターの専

門職とともにいろいろな業務について検討を重ねている会となっ

ております。 

 令和６年度までの取組としましては、各業務連絡会において個

別事例について検討したり、情報共有をしたり、その程度にとど

まっておりましたが、令和７年度からはそれぞれテーマを一つず

つ決めて、そのテーマについて建設的に協議を重ねて意見をまと

めていく。そして先ほども介護保険課長から話がありましたよう

に「第10次（期）高齢福祉介護計画」に、政策提案まではいかな

いかもしれませんが、こんな事業を取り組んでいきたいとご提案

できるまで作り上げていくことを目標にしております。 

 差し当たって、現段階でそれぞれの連絡会でテーマが決まりま

したので、ご報告いたします。 

 まず、「総合相談・権利擁護業務連絡会」、メンバーはセンタ

ーの社会福祉士、地域あんしんセンターたちかわ、包括運協の委

員（弁護士）、高齢政策課、こんなメンバーで検討しておりま

す。検討するテーマは「おひとり様シリーズ＠終活」ということ

に決めました。 

 最近、認知症サポーター養成講座をたくさんやっておりますの

で、オレンジリングは見慣れたリングになっておりますが、「終

活支援サポーター養成講座」が開催できると良いという話も出て

おります。これは令和７年度に検討して、令和８年度から実施す

るということではなくて、先ほどの説明のとおり、10期の計画に

のせて、こういったサポーター養成講座ができるかどうかという

ことを検討していくということになりますので、少しスパンの長

い話にはなっていきますけれども、その検討の中でできることが

あれば実践していきたいと考えております。 

 また、地域福祉課で取り組んでおります「第２期成年後見制度

利用促進計画」にも「任意後見制度の普及啓発」について触れら

れているところですので、こちらについても「センター業務連絡

会」としても取り組んでまいりたいと考えます。 

 それから、身元保証サービスの検証についてです。医療機関入
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院の際には身元引受人、緊急連絡先がなくても入院ができるとい

うように大分変ってきているところですけれども、治療が終わっ

た後に施設入所する際に、やはり身元引受人や緊急連絡先を求め

られるケースが多く、特にサービス付き高齢者向け住宅や住宅型

有料老人ホームに入所の場合には、民間の身元保証サービス事業

者を紹介されるといったような傾向にあります。 

 皆様も御存じのとおり、なかなか身元保証サービス事業所を監

督指導する国の省庁がありませんし、法律もできておりませんの

で、地域包括支援センターとしてもここが安心だと言い切れない

というところがあります。ただ、市民の皆様からのニーズが非常

に高いところがありますので、今後この問題について何かできる

ことがあるのかということを検討していく予定にしております。 

 次に、」介護予防業務連絡会」です。メンバーはセンターの保

健師・看護師、認知症疾患医療センター（立川病院）、認知症地

域支援推進員、各センターに一人ずつ配置が完了いたしましたの

で、この代表の方、地域福祉コーディネーター、立川市には御存

じのとおり12名いますので、その代表の方、学識経験者として、

長野県立大学の先生、高齢政策課です。 

 検討するテーマとしては「がん末期等の支援について」、介護

保険サービスに頼らない市独自の制度が必要だということについ

て検討が始まっております。 

昨日の介護保険運営協議会でもこのテーマが出ていたかと思い

ますが、特にがん末期の患者さんが病院から退院するときに福祉

用具や訪問看護が必要になる、いろいろなサービスが必要になる

わけですけれども、要介護認定をしていると間に合わない。当

然、要介護認定申請と同時に介護度が出れば使える制度にはなっ

ておりますが、申請が出たとしても、がん末期の方の場合、本当

に早い方は退院して３日でお亡くなりになるとか、１週間でお亡

くなりになるとか、そのような状況を私たちはたくさん経験して

きています。その方が亡くなっているのに、介護保険の制度上ケ

アマネジャーと契約しないといけない、福祉用具と契約しないと

いけないということで、ご本人が亡くなっているのに契約をする

みたいなことも起きており、ご遺族様の心情を考えると心苦しく

なります。また、介護サービス利用のために、ケアマネジャーと

相談する、認定調査を受けるというところで１時間かかる、１時
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間半かかるということで、大事な残された時間をそういった手続

に使わず、過ごしたい方と過ごしていただけるような時間に充て

られないかとセンター職員は考えております。 

そのために、がん末期の方が退院されるときにどんなサービス

支援が必要なのか、実際に訪問介護ステーションやケアマネジャ

ーにヒアリングをするという段階にはなっておりますが、支援に

何が必要なのかということを整理して、それを介護保険制度では

なくて、市独自の制度に展開できないかということを提案してい

きたいと考えております。 

 最後に、「ケアマネジメント支援業務連絡会」です。 

 メンバーはセンターの主任ケアマネジャー、地域福祉コーディ

ネーター、介護保険課、高齢政策課です。検討テーマは、「社会

資源の発掘・構築～情報の受発信のしくみづくり～」としており

ます。 

 本日も「Ａｙａｍｕ」のチラシを作成してお配りしております

が、なかなか「Ａｙａｍｕ」の周知が進んでいません。それ以外

に市情報としてホームページや市広報、社協の情報として本日配

布の「まちねっと」や「あいあい通信」、いろいろな情報を届け

ておりますが、きちんと情報が届いていない状況が確認されてい

ます。 

「介護が必要になったときにどこに相談すればよいか分からな

い」というご意見もいただいております。どうやって情報発信を

していったらいいのかということについて検討することをテーマ

としております。 

市民の方への大事な情報発信ですが、まずは医療介護関係者の

方にＡｙａｍｕやこれらの情報を届けるための仕掛けづくりを考

えてまいります。 

 差し当たって、現在この方たちがどのように情報を収集してい

るのか、どんな情報を求めているのかということのアンケート調

査をケアマネ研修や小地域ケア会議の場面において、行ってお

り、できるだけ多くのサンプルを集められたらと思っています。 

 これらの検討内容を第３回の地域包括支援センター運営協議会

に、ご報告をする機会をいただきたく思っております。 

 この取組については、運営協議会の皆様の力もお借りしながら

進めていけたらと考えています。よろしくお願いいたします。 
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 基幹型包括から何か補足がありますか。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ありがとうございます。 

 今各連絡会のテーマのご説明をしていただいたところですけれ

ども、私のほうからもう少しだけ補足をさせていただきます。 

 （１）の総合相談・権利擁護業務連絡会のほうでは、基本的に

このとおりなんですけれども、特に身元保証サービス、身元引受

人のキーワードが出てきたかと思いますが、まず各メンバーの所

属する母体の中でも入所の施設を運営しておりますので、その施

設での身元引受人、身元保証人にどんな役割を求めているかを確

認しましょうということで、次回の連絡会ではその確認し合った

内容を突き合わせまして、どのような条件なのかをメンバー全員

で確認するように進めております。 

 （２）の予防業務連絡会につきましては、今後、訪問看護のス

テーションですとかケアマネジャー、それから、福祉用具の業者

さんなど専門職の方にもお越しいただいてヒアリングをしていき

たいというふうに思っておりますけれども、実際にメンバーで見

ている視点とそれぞれの専門職、利用者の方で見ている視点が違

うと思いますので、市民にとって本当に何が必要なのかという視

点を忘れずに専門職の方からお話を伺っていきたいと考えており

ます。 

 （３）のケアマネジメントのほうは今ご説明ありましたように

関係者にアンケート調査を行っております。本日時点で100名を超

える方の回答がございまして、これから今週、各包括支援センタ

ーの圏域で小地域ケア会議が予定されていますので、最終的には

200から250くらいいくのではないかとは思っておりますけれど

も、既存の広報媒体の周知度ですとか、どんなふうに活用されて

いるのかと集計させていただいて、より市民や関係者にとって使

いやすい、そして分かりやすい情報受発信の仕組みを連絡会とし

て検討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

事務局  ありがとうございます。 

 テーマ設定につきましては、第３層の個別ケースについて地域

包括支援センターが直接担当したり、地域から相談を受けたりす

る中で絞っていったという経過があることを、追加させていただ

きます。 
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 説明は以上となります。この段階で何かご意見、ご提案があれ

ば、よろしくお願いいたします。 

会長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、何か質問だとか、確認したいことがありました

ら、お願いいたします。 

Ａ委員  介護予防の業務で、介護保険サービスに頼らないということ

で、そうすると例えばここに福祉用具の貸し借りがあるのですけ

れども、そういうのは当然サービス料金も発生すると思うんです

けれども、その辺は10割負担だとか、まだそういうものをこれか

ら決めていくということになるんですか。 

さいわい地域

包括支援セン

ター 

 今現在でも介護保険を申請している方は結構自費の福祉用具貸

与という形で、安いところの業者さんだと実はワンコインで貸出

ししてくださる業者さんなんかも今あったりするので、そちらの

ご紹介をしたりもしているのですが、やはり介護保険申請をしな

ければならないという最低限の条件がありまして、介護保険申請

の認定調査を受けるとか、主治医の意見書を依頼するとか、そこ

は費用がかかっているわけで、そこの費用負担と、例えばです

が、福祉用具を、基準かどうか分かりませんが、貸与するという

仕組みと比較したときに認定調査費用より安く済むかもしれない

というところが発想であります。 

会長 ありがとうございます。そのほか何かございますか。今日の段

階ではよろしいですか。 

 では、９月の運営協議会での報告に期待をいたしております。

よろしくお願いいたします。 

 では、次に進みます。４の協議事項に入ります。 

 （１）職員配置についてでございます。事務局から説明はあり

ますか。 

事務局  資料３と本日机上配付をしました差替資料をご用意ください。 

 令和７年４月に法人の人事異動等がありまして、先ほど自己紹

介のとおりセンター長の交代がありました。この中で職員が増え

たセンターがありますのでご報告したいと思います。 

 わかば地域包括支援センター、６番の保健師の方が入職されて

おります。経験年数で４年となっておりますが、看護師としての

経験は十分ですのでご心配ないかと思っております。８番の社会

福祉士の方、この方も５月半ばに入職されました。 
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 その他、認知症地域支援員が６包括に配置されておりますので

ご報告いたします。 

高齢政策課長  では１点、私のほうから一つお伝えしたいことがあります。こ

の場をお借りしてお伝えします。 

 令和６年度、包括支援センターの運営委託のところで、なかな

か常勤配置が通年を通してできなくて、委託料の返還が生じた事

例がありましたので、ここで改めてお伝えさせていただくのです

けれども、地域包括支援センターの職員につきましては、私はこ

こ４年目なんですけれども、これまでもなかなか職員の退職が多

くて定着しないというところもありますし、一度退職をすると次

の採用まで数か月かかるケースが多いというところもありまし

て、常勤職員の配置についてはどの法人の皆さんも苦慮されてい

るところではあるかとは思うんですけれども、地域包括支援セン

ターの運営事業の委託のところについては常勤職員の配置という

ところが仕様の中に定められているところがありますので、ハロ

ーワーク等で募集するということに加えて、例えば人のつてを頼

るとか、あるところで学生さんのボランティアを受け入れる際に

何とか紹介も含め、試しではないのですけれども、アルバイトで

採用してみるとか、あらゆる機会を通じて何とか配置できるよう

な形でご尽力いただきたいというところを改めてお伝えさせてい

ただきます。 

 私のほうからは以上です。 

事務局  地域包括支援センター職員の人材確保につきましては、立川市

だけが苦慮しているわけではなくて、自治体の共通課題となって

おります。 

 令和６年度より、近隣９市を集めたブロック会議を開催してお

り、今年度第１回目の会議で「地域包括支援センター人材確保・

育成」をテーマに取り上げています。当該ブロック会議の出席者

は、地域包括支援センター運営事業の担当係長となっておりまし

て、情報共有や情報交換を行うことを目的としています。 

 説明は以上でございます。 

会長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、何かご質問、ご意見はありますか。 

 センターの職員という位置づけではないのですが、欄外に地域

福祉コーディネーターの名前が記載されておりまして、地域福祉
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コーディネーターの若干異動がございましたので、話されます

か、地域福祉課長、いいですか、記載のとおりで。 

地域福祉課長  はい、記載のとおりで、よろしくお願いいたします。 

会長  ということでございます。ありがとうございます。 

 よろしいですか。 

 では、次に進んでまいりましょう。 

 （２）センターの運営状況と課題分析についてでございます。 

 事務局からご説明をお願いします。 

事務局  事前に送付しました資料４と机上配付しております資料４をご

用意ください。 

 まず、郵送しました資料４ですが、今回は令和７年２月、３月

の月例報告となっております。 

 シートの見方ですが、１ページから３ページが令和７年２月に

地域包括支援センター、福祉相談センターが対応した様々な件数

が書かれております。 

 ５ページからは地域ケア推進会議の資料、特に８ページ目、第

11回地域ケア推進会議では、「おひとり様シリーズ＠認知症」と

いうことで令和６年度１年間かけて認知症について取り組んでき

た内容を取りまとめています。 

 10ページの８月の「認知症を考える」というところで、「認知

症になっても何かを諦めなくても良い立川市」を目指していくと

いうようなキーワードが地域ケア推進会議の中から生まれまし

た。認知症になりますと、 

例えばですが、買い物に行って、同じ物をたくさん買ってきて

しまったり、お金をなくしたりするとご家族は心配になり、「買

い物には行かなくて良い」と本人から買い物をする楽しみを奪っ

てしまったり、物忘れが出てくると地域の仲間に迷惑になるから

と「お茶飲み会の参加はやめます」などと地域との関わりを遮断

してしまったりすることがみられることがあります。このように

認知症になったとしても、何かを諦めなくても良い立川市を目指

していきたいと考えています。 

 また、今年度は認知症当事者の若年性認知症の方、認知症の方

家族の話も、地域ケア推進会議の中で伺うことができました。 

次に、20ページをお開きください。第2層で開催しています「小

地域ケア会議」の報告となります。 



－13－ 

 地域包括支援センターごとに出席する方に声をかけながら参加

をしていただき、地域課題について検討したり、情報共有を行っ

たりしています。 

 次に、机上配布資料をご覧ください。  

まず、4ページの業務量の推移ですが、過去５年間の数字が比較

できるような資料の立てつけになっております。 

 まず、１番の総合相談支援です。こちらはセンターの関わりの

入り口となっております。 

 ①介護保険の相談が増加し、一般施策の相談は減少傾向です。 

 ②本人・家族からの相談は横ばいですが、医療関係者、関係機

関・事業所からの相談が増えてきています。これについては医療

介護連携、地域支援ネットワークの構築が推進していると分析を

しております。 

 ③電話相談が多いが、訪問が減少し、徐々にセンター職員のア

ウトリーチが減少することで業務の効率化につながっているので

はないかと考えています。今後、メール相談、オンライン面談を

増やしていきたいも考えます。 

 ２番の権利擁護業務です。 

 ①番、虐待対応、支援困難事例への対応が減少しております。

令和６年度の虐待通報相談件数は72件、このうち虐待の認定をし

たのが24件、令和５年度はご覧のとおりになっております。 

 ②番、日常生活自立支援事業、成年後見制度への対応は増加傾

向です。 

 ③番、消費者被害への対応も増加傾向です。「消費者安全確保

地域協議会」が立ち上がっております。この４月の組織改正で生

活安全課から業務が切り離されまして、「くらし相談課」に統合

されました。主管するのは引き続き消費生活センターです。こち

らの地域協議会につきましては、地域包括支援センターを代表し

て基幹型地域包括支援センターと、相談センターを代表してにし

き福祉相談センターが参加をしております。後ほどこちらについ

ては、基幹型地域包括支援センターからもう少し詳細な説明をお

願いいたします。 

 ３番です。包括的・継続的ケアマネジメント支援、①介護支援

専門員への相談対応が増加、インフォーマルサービスの利用につ

いての相談が多いようです。 
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 ②個別ケア会議の回数が増加、令和７年度より自立支援会議を

日常生活圏域で開催できるよう、現在歯科医師会にもご尽力いた

だきまして準備を進めているところでございます。 

 ４番、介護予防ケアマネジメント、こちらは年度末の実数にな

っています。要支援の方の予防プランの作成の件数となっていま

す。全体で見ると数字は横ばいですけれども、地域格差が大きい

ということで、前回、こちらの数字につきまして委員の皆様から

ご意見をいただきましたので、令和６年５月１日の数字ではあり

ますが、圏域ごとの高齢者人口も右側に表として載せてございま

す。やはり一番多いのはさいわい地域包括支援センターの圏域で

して、１万人を超える高齢者がおります。それなので令和６年の

プラン作成数も231件ということで、６センターの中で一番多い状

況になっております。 

 裏面ですが、こちらの表は総合事業のプランの作成件数になり

ます。 

 続いて、５番です。その他の業務ということで、①申請受付・

代行、要介護認定の申請数ですが、こちらについては減少傾向に

なっております。申請数が減ったということではなくて、新型コ

ロナウィルスの対策により認定有効期間の延長が影響しておりま

して、申請数が減少したということになっております。今後通常

どおりに戻る見込みと予測をしているところです。 

 ②安否確認です。通報相談件数と現地調査の実数はほぼ横ばい

です。令和７年度より土曜日業務の取りやめによる影響が出るか

どうかは要検証としておりますが、今のところ、先ほど高齢政策

課長からの報告のとおり、特に大きな問題は起きておりません。 

警察からの情報照会も非常に多くなってきているところです。ま

た、新聞販売店からの通報も増加傾向でして、新聞が３日分たま

っているとか、１週間分たまっているということで、直接販売店

の皆様から見守りホットラインや代表電話にお電話をいただいて

いるような状況があります。 

 ③番、介護予防教室等です。こちらは福祉相談センターが行う

地域福祉アンテナショップの参加者が増加しております。地域活

動が横展開している事例報告がありましたが、非常によい傾向だ

と思っております。 

 認知症関連につきましては、小学生向けの認知症サポーター養



－15－ 

成講座の受講者数が増加傾向となっております。この協議会でも

報告のとおり、新聞に取り上げられるなど、羽衣地域では認知症

サポーター養成研修を終了した小学生が非常に活躍しているよう

な報告もいただきました。 

 その他のところでは、スマホ教室が人気となっております。 

 それから、特徴的なのは、こちらも後ほどセンター長のほうか

ら個別に報告いただきたいところですが、はごろも圏域で開催し

た「親なきあとを考える講座」、障害と介護と包括の連携につい

ては延べ43名の方が参加しました。地域福祉コーディネーターと

の協働事業になっております。 

 ④番です。地域のネットワークではちょこっとボランティア活

動が増加しております。一時、ボランティア登録の人数は増えて

いるけれども、活動の場がないといったようなことが議会でも取

り上げられましたけれども、令和６年度に要綱を改正しまして、

地域包括支援センターが行うイベントや認知症関係の活動、オレ

ンジドア、チームオレンジの活動にもちょこっとボランティアが

参加していただくことになりまして、活動件数が上がってきてお

ります。あとはアンテナショップのお手伝いなどもしていただい

ております。それから、登録者の中に高校生など若年層も含まれ

るようになってきております。 

 地域との連携、ネットワークづくりが減少傾向でして、少しこ

この部分が気になるところだなと思っています。 

 地域との連携ネットワークづくりというのは地域包括支援セン

ターが最も重点的に取り組むべき事項になっておりますので、地

域に出かけていけるよう業務的な余裕ができるとありがたいなと

思っております。 

 それでは、基幹型地域包括支援センターから、消費者安全確保

地域協議会についてのご報告をお願いいたします。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ包括支援センターです。 

 こちらの消費者安全確保地域協議会のほうに参加させていただ

いております。その中では消費者となる消費者被害ということ

で、やはり消費センターのほうに寄せられる相談の中にはもちろ

ん若い人たちからの相談もある中、主には７割から８割は高齢者

の方からの相談ということで共有がされました。その中には誠実

に対応していただける業者も複数ある中ですが、中にはこちらの
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キャンセルであったりとか、そういったものに応じなかったりと

か、そういう高齢者の方が意図しない出費であったりとか契約を

継続しなければいけないというようなケースもあるということ

で、そういうケースの共有もされました。 

 その中で、一つ、連携の多くのポイントになるなと思ったとこ

ろはクーリングオフというところで、法律で決まっている日数以

内であればこれは契約解除できる中、その時間が迫っているとこ

ろで、高齢者の方の相談が包括であったりとか福祉相談センター

から寄せられていても、実際、消費者センターの窓口に来られな

かったりとか、逆に言えば、消費者センターの方に寄せられた相

談から、地域のところでもフォローをというところで、なかなか

福祉相談センター、地域包括支援センターにつながらないという

ケースもあったりとかで、その辺りは個人情報の共有も含めた連

携をしていきましょうということでこの協議会が発足したという

ふうに理解しております。まだ発足してから日にちが経過してい

るわけではありませんので、次回がちょうど６月５日の木曜日に

ありますので、これまでの連携実績等も共有していただきなが

ら、また日頃の地域での、主に高齢者の方になるとは思います

が、そういう消費者トラブルをできるだけ防いでいって、ここに

書いてあるように安全の確保を目指していきたいと思っておりま

す。私からは以上になります。 

 同じように参加いただいているにしき福祉相談センターの  

センター長、いかがでしょうか。 

 以上になります。 

 （にしき福祉相談センター長、特にありません） 

事務局  消費者生活センターとの連携につきましては、消費生活センタ

ーの相談員はアウトリーチができませんので、地域包括支援セン

ター、福祉相談センターが担うという形になっています。 

 先ほど基幹型地域包括支援センターからあっ「クーリングオ

フ」ですが、ご承知のとおり、契約をしてから８日以内に往復は

がきを使って手続をするというルールがありますが、先日、セン

ターのほうから承った相談については、「今日の４時でその時効

がきてしまう。なので４時までに手続をするようにお願いしま

す」という連絡がセンターに入りましたが、人的な確保もできず

に対応できなかったという事例がありました。これについて、高
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齢政策課センターに対応してもらえなかった」というお話があり

ましたけれども、やはり連携というのはそういったものではない

ということで説明させていただきました。今回新しい協議会もで

きましたので、市民の方になるべく不利益にならないようにしっ

かりと取組ができるよう考えております。 

 続いて、はごろも包括支援センターから、「親なきあとを考え

る講座」についてご紹介をお願いいたします。 

はごろも地域

包括支援セン

ター 

 はごろも包括です。 

 親なきあとを考える講座は昨年度２回開催をしております。そ

もそものきっかけがこのネットワーク・循環図の中の第３層の個

別の課題のところで、私たちが関わる利用者さんの中で、障害を

持つお子さんの、自分たちがいなくなった後どうすればいいかと

いう相談の親御さんからの発信がきっかけです。そういうご相談

がそのときに立て続いて数件あったということから、これは地域

の課題ではないかということから着想を得て、ここに書いてある

ようなところと連携して開催しました。 

 この障害と包括と、あと地域であんしんセンターたちかわとい

うところとの三者の協働で講座をそれぞれ受け持ってやりまし

た。あんしんセンターたちかわのところではお金のことをメイン

に考えて、最終的にはお子さんのことを考えて親御さんが自分た

ちのサービスを利用しないというふうなことが結構散見されたの

で、親御さんのお金は親御さんのために使っていいんですよ。お

子さんのためにはこういった制度が残されていますよ。自分たち

のお金は自分たちでそれぞれでやっていきましょうというような

お話というか、そういったものをご紹介したというふうなものに

なります。中には第２回目のときには、市報にも講座のお知らせ

を載せたところ、中学生が１名、関心を持って講座に参加してく

れたということもありました。 

 以上です。 

事務局  ありがとうございます。 

 令和６年度の活動の報告につきましては、以上となります。 

 数字が多いからたくさん取組ができた、少ないからできなかっ

たということではないことは申し添えたいというふうに思いま

す。 

 説明は以上でございます。 
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 ご意見などあればお願いいたします。 

会長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、何かありますでしょうか。 

 では、Ｂ委員。 

Ｂ委員  先ほど認知症になっても何かを諦めなくて良い立川市という、

そのコンセプトはすばらしいなと思うんですけれども、これ、仕

事を持つという、やりがいがあることで自立を促せるというとこ

ろはあると思うんですが、いわゆる認知症カフェとかそういうと

ころだけではなくて、一般社会、一般企業で働く場があったほう

がよりご本人の意欲も促せるのではないか。ほかの地域で言う

と、例えば有名なコーヒーチェーン店で認知症の方を採用して、

もちろんその方によってできること、できないことはあると思う

んですけれども、そういうスタッフに招き入れてやっているとい

う活動は聞いたことがあります。 

 よく注文を間違える料理店というのを御存じですか。何か今年

も各地域でお店で採用、今募集しているらしいのですけれども、

そういうちょっと寛容な受入れで雇ってくれるようなところは立

川市の中にもないのかなというのが一つあります。何か私の印象

だと、摂食嚥下が不自由な方に対するサポートをしているお店と

いうので、立川駅前のデパートやグリーンスプリングスにある飲

食店など、そちら方面で結構先進的なこともやっているお店が多

い印象があるのですが、そういう認知症の方に対するフォローし

ているお店がもしあれば、うれしいなと思いました。 

会長  ありがとうございます。具体的な提案をいただきました。 

事務局  認知症地域支援推進員の勤務をされているセンターのスタッフ

がおりますが、いかがでしょうか。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ地域包括支援センターです。 

 立川市社会福祉協議会でもあるので、なかなかそういうお店が

どこかというところはちょっとお答えはもしかすると難しいのか

もしれませんが、働いている方々が、今定年が延びていることも

あって、やはりそういう症状が出てくるところでの相談、働き続

けるための相談とか、働く従業員の人たちへの認知症サポーター

養成講座の相談まではないかもしれませんけれども、働き続けら

れるということのご相談は受けているように思っております。 

さいわい地域  私どもが就労に関するところの相談を直接受けてない、私は多
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包括支援セン

ター 

摩若年性認知症総合支援センターの方からのお話を聞いたりする

と、その方ができる、できるというか、残存脳力のところをきち

んと把握して、いわゆる職場転換というのですか、できることの

仕事の部署、部署移動というのですか、そういうことは結構今取

組としてずっと進んでいるというふうに聞いています。 

 あとはちょっと残念なのが、認知症って診断された途端に、何

ができていようと、何ができていまいと、もう辞めてくださいと

いうふうに言われてしまう世の中、そういう企業さんのほうが多

くて、ご本人がやる気とかいろいろ就職活動を頑張っているけれ

ども、最終的には清掃業務が多いみたいな話を聞いています。だ

から、すみません、話がちょっとずれているのかどうか分かりま

せんが、この企業だからこうしてくれるとかいうよりは、もしか

したら一人一人のご希望等に合わせて支援していくというのが必

要なのかなというふうに考えています。 

会長  どうぞ。 

Ｂ委員  ありがとうございます。もちろん飲食店に限らず、誇りを持っ

て働ける場所であればいいと思うんですけれども、今ふと思った

んですけれども、いわゆる障害者雇用という枠組みには当てはま

らないのですかね、認知症の方って。そういう幅広い意味で障害

者雇用的に受け入れてくれたらいいのにと漠然とは思ったんで

す。別にここで答えを求めているわけではないのですけれども、

何かそんな感じを、ちょっと印象を受ました。ありがとうござい

ます。 

会長 ふじみ地域包括支援センター。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ地域包括支援センターです。 

 若年性認知症の診断を受けられている方は、介護保険の認定の

前に、障害者の認定を受けられるというアドバイスもあるので、

そういった流れの方は障害者雇用という形は取られているのかな

という印象です。 

 ちょうど、先ほど掃除をというのがありましたけれども、多摩

若年性認知症総合医療センターの方がこういうことをおっしゃっ

ていたのは、目に見えて結果が見えやすいとか評価されやすいと

いうのが、例えば掃除ということであって、それをいろいろ企業

には推奨しているし、同じような考え方でサポートされていると

いうことを伺っております。 
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 多分、来月ですか、ステップアップ講座の中でセンターの立場

は違うかも、講演というか、講師が来られるというのを聞いてい

ますので、そういった話も立川の中で話がされるのではないかな

というふうに思っております。 

 以上です。 

事務局  認知症を発症した方が新たに就職をするのは非常に厳しいと考

えておりまして、資料４の11ページでは、多摩若年性認知症総合

支援センターをお招きし、若年性認知症の「働く」について検討

しました。下のケア会議としての気づきでは、定年の延長によっ

て年を重ねても働き続けられる社会になった一方、年を重ねても

働かなくてはならない社会にもなっていまして、年を重ねていく

と、認知症にならなくても去年できたのに今年できなくなったな

んていうことがあって、職場に迷惑をかけるから辞めていくんだ

とか、職場にとってあまり生産性がないから辞めてくださいとい

うことではなくて、こういう状況になっても、うまく支え合いな

がら、生産年齢人口が減っていきますので、何とか日本経済を維

持できないかというようなことも考えています。 

 先ほど認知症サポーター養成講座をやっているという報告もし

ましたが、あの講座では、「もしあなたの周りに認知症の方がい

たときにどうしますか」ということがコンセプトになっていて、

正しく認知症を理解しましょうとか、認知症の方にはこう接しま

しょうということが多くの内容になっているところです。 

ここで新しい認知症観というのがありまして、認知症の方もと

もに生きるという考え方がありますので、これからは「働く仲間

が認知症になったときどう支えていくか」という視点が必要だと

思っているところです。まだまだ、一緒に働く方が認知症になっ

たとき、自分たちのフォローをするのが非常に大変になってきま

すので、なかなかそれが難しいとは思いますけれども、そういっ

た働きかけも必要である、という話も地域ケア推進会議の中で出

ております。 

会長  ありがとうございました。 

 そのほか何かございますか。 

 では、Ｃ委員。 

Ｃ委員  ケアマネジャーのＣです。 

 真面目な話の後、言いづらいのですけれども、これって、これ
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は何かの会議に使った資料ですか。 

事務局  こちらは闇バイトの話ですよね。 

Ｃ委員  どこかで配った資料、どこかで会議で使った資料。 

事務局  地域ケア会議で使った資料です。 

Ｃ委員  あ、では会議で使ったわけですね。 

 いや、昨今、ケアマネジャーという仕事は皆さんと若干立ち位

置が違って、皆さんは相談したい方から連絡がくる立場ですけれ

ども、ケアマネジャーって自分たちから連絡をする立場に置かれ

ることが多いんです。ここに書かれているような電話に出ない問

題が結構実は大きくて、僕らが電話をしても出ないんですよ。本

人も家族も、知らない電話は出ないでといって。市の認定調査の

仕事も委託で受たりして、連絡先の家族に電話しても本当に出な

いんです、冗談抜きで。市役所にこの人出ないんですけれどもと

言ったら、市役所が連絡をして初めて連絡を取るとか、まあ業務

がやりづらくて、あまり警察を含めて、電話に出ないよう告知を

されると、まあ何とも言えない世知辛い世の中になっちゃって、

あとその延長なのか、僕、柏町団地に利用者さんがいて普通に訪

問したんですよ。ついこの間、でも訪問が終わって外へ出てきて

別の業務の電話をしていたときに、住んでいる若い奥さんだと思

うんですけれども、ちょっとと言われて、あなた誰ですか、何で

ここにいるんですかと言われたんですよ。いや、こうこうこう

で、いや、知らない人なので、怪しい人かと思いましたと言われ

たんですね。 

 こういう特殊詐欺が悪いんですけれども、あまり過度なあれは

しないほうが、さっきテーマとして扱った地域の連携とかネット

ワークづくりに非常に支障が出やしないかと、この頂いた資料に

もある防災の計画とか、あといろんな認知症の人の生活、住みや

すさに全部つながるんだろうと思うんですけれども、あまりミニ

マムなコミュニティの中で部外者を排除するような文化が根づい

ちゃうと、我々が仕事をしづらくないかなと思って、知らない電

話に出ないようにしましょうみたいな風潮が広がると、うーんと

いう話をしたかっただけです。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 そうですよね、地域ケア推進会議の席上で私も同じように地域
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のつながりがますます希薄化してしまうという、今おっしゃった

ような苦言を呈したところでございました。 

Ｃ委員  警察がそうアナウンスしているというのもあるのですかね。 

会長  そうなんです。警察から出向してこられている生活安全課の職

員の方が説明をする、そのときの会に配布された資料です。今警

察の中にチャイムが鳴っても出るな、電話には出るな、出るな、

出るな、とにかく特殊詐欺のケースを減らしたいという思いで、

そういうお話だったので、確かにこれだけ見ると、どういうとき

だったのかというのを疑問に思っていると思いますが、そういう

ときでございました。我々の立場はそこを大事にしないと、孤

立、孤独の方向に話が飛んでいっちゃうわけですよ。 

 はい、ふじみ地域包括支援センター、どうぞ。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ包括です。 

 Ｃ委員、ご発言ありがとうございます。Ｃ委員にけんかを売っ

ているわけではございませんが、地域包括支援センター、福祉相

談センターとも、多分電話がかかってくる一方ではなくて、かけ

るケースも非常に多くて、訪問も実は非常に多いです。今Ｃ委員

がおっしゃっていただいたようなことは包括支援センターの職員

は同じように経験しているということをまず伝えた上で、今会長

はそういうふうに言っていただきましたが、そのときの話でも、

これはＤ委員もすごく聞いていると思いますが、民生委員の皆様

が同じ思いをされているというふうにも聞いております。 

 一方で、今Ｃ委員の話を聞くと、その防止対策は人それぞれと

は思いますが、やはり被害が多い立川エリアを考えると、そうい

ったものが一方で浸透していきながら、でも横のつながりをちゃ

んと正しく持っていこうという、そういった地域づくりを目指す

ことを再確認できたご発言だったかなと思いましたので、また引

き続き頑張っていきたいなと思います。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 いいあんばいの折り合いを探していかなければいけないという

話で、ありがとうございます。 

 そのほかいかがでしょうか。 

Ｄ委員  民生委員のＤです。 

 やはり高齢者の方は知らない電話には出ないというのは確かな
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んですけれども、私からのその人たちへのアドバイスは、１日か

２日の間に同じ番号から３回かかったら、出てあげてと言ってお

ります。 

会長  非常に具体的なお話をいただきました。そういうものかもしれ

ませんね。 

 そのほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、一旦次に進んでまいりたいと思います。 

 今日のメインテーマに入ります。４の協議事項の（３）地域ケ

ア推進会議テーマ別検討「おひとり様シリーズ＠防災」について

でございます。 

 この後ご説明をいただきますけれども、各委員の皆さん方にこ

の後マイクを回させていただきますので、それぞれのお立場で感

じたこと、疑問点やらご意見などをお一人お一人からいただけれ

ばと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは、事務局からまずはご説明をお願いいたします。 

事務局  資料５をご用意ください。 

 地域ケア推進会議テーマ別検討「おひとり様シリーズ＠防災」

ということでございます。 

 初めに地域ケア推進会議の目的、役割、機能をお伝えいたしま

す。 

 立川市第９次（期）高齢者福祉介護計画において、第１層に位

置し、行政、地域関係機関とともに、連携体制強化の推進、地域

課題の把握と解決に向けた検討、上位会議（地域包括支援センタ

ー運営協議会、在宅医療・介護連携推進協議会、介護保険運営協

議会）への課題提起を行っていく会議体となっております。 

 現在月に１回開催をしておりまして、第３木曜日のご覧の時間

にオンラインでの開催となっております。 

 メンバーとしては、立川市から、保健医療部（介護保険課、健

康推進課、高齢政策課）、福祉部（地域福祉課、障害福祉課、生

活福祉課）、市民部（くらし相談課）、地域包括支援センター・

福祉相談センター、立川市社協として、地域あんしんセンターた

ちかわ、地域福祉コーディネーター、くらし・しごとサポートセ

ンター、医療機関としまして、市内の医療機関の医療相談員さ

ん、多摩立川保健所、そのほかシルバー人材センター。（６）ア

ドバイザーとして、地域包括支援センター運営協議会の会長、そ
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して学識経験者、学識経験者の内容につきましては、下の米印の

ところをご参照ください。 

 主な地域ケア推進会議の流れの説明になります。 

 （１）挨拶、（２）事務連絡、（３）地域課題について、こち

らは参加メンバーの報告から情報共有や対応の検討をする時間と

なっております。そして（４）がテーマ別検討ということで、

（３）の地域課題の中から選ぶこともありますし、地域ケア推進

会議幹事会がありますので、幹事会から提案させていただくこと

もあります。テーマ別検討では、地域課題や参加メンバーからの

意見により、当該会議、地域ケア推進会議においてテーマを決め

て検討を行うものとなっております。そのテーマを検討するため

によく知ることが必要ということで「知る」、そのテーマについ

て「深める」ことが必要、そして「考える」というような、この

ような３つのステージに分けて検討を進めております。「深め

る」では、ゲストスピーカーをお迎えしまして、テーマについて

さらに深めていく、そして考えにつなげるという形をとっており

ます。令和６年度も認知症について考えるときに、認知症のご家

族の方に話を聞こう、認知症当事者の方の話を聞こうということ

で、ゲストスピーカーをお迎えして深めていったような経過があ

ります。 

 令和７年度のテーマとしましては、「おひとり様シリーズ＠防

災」、特に身寄りがない、親族がいても頼ることのできない高齢

者がたくさんいて地域課題となっておりますが、この方たちであ

ったとしても災害はやってくる。何に備えることが必要なのか、

それをどのようにその方たちに伝えていくのかということをテー

マとしております。 

 資料の中面です。令和７年４月に検討した内容、令和７年５月

に取り組んだ内容、そして３ページの下の段になりますが、６月

の地域ケア推進会議で取り組む内容というふうになっております

ので、ご参考にしていただきたいと思います。 

 本日、この運営協議会ではいろいろなお立場の方が委員として

参加されておりますので、こちらの地域ケア推進会議でこれから

検討を進めるに当たりまして、委員の皆様から個人的な視点でも

結構ですので、ご意見をいただけたらありがたいというふうに考

えております。 
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 よろしくお願いいたします。 

会長  ありがとうございます。ということで、おひとり様というこ

と、それから防災という意味では災害への備えといいますか、そ

ういう観点もあるのだと思います。この２つの観点をちょっと頭

に置いていただきつつご意見をいただければと思いますが、どな

たからいきましょうか。 

 では、Ｃ委員から順番にお願いしていいですか。 

Ｃ委員  あ、これについてですか。漠然と答えるわけにはいかないです

ね。 

会長  いいと思います、漠然でも、これまでのご経験からしても結構

です。 

Ｃ委員  たびたび防災関係は我々もテーマにしますけれども、いつも答

えはなく、この間、東日本大震災のケアマネさんが宮城県から来

ていただいて、主任ケアマネのあれでいろんな話を聞いて、その

後一緒に飲みに行っていろんな話を聞きましたけれども、その方

曰く、机上の計画とか、今言っているＢＣＰとか、全く意味がな

い、何をどう作ろうとそのとおりいかないので、例えば足を運

ぶ、死体の山を踏み越えて行ってきましまたよとおっしゃってい

たので、すごいなと思いながら、でもそうなんだろうなと、でも

また計画が意味ないとも思えないので、ただ、僕らは現場にいる

と、とにかくどこにそういう人がいるのかという情報さえ共有で

きればいいのかななんて思ったり、ゴールを大きく立てても多分

そのとおりはいかないし、実際に自分も被災するわけですから、

でも何をするにしても、どこにそういう方がいて、困っている、

困ってないは置いておいても、情報として地域の中で、包括圏域

なのか、もっと小さな単位なのか分かりませんけれども、そうい

うことさえ僕らが知れていれば、その後の対応は取れるのかなと

思ったりもするので、何をするというよりは、どこにそういう方

がいて、高齢者だけではなく、身体障害、精神障害、小児の方を

含めて、その地域の中のどこにそういう人がいてとかという情報

を、その情報を共有する以前に情報を集めること自体が個人情報

のこともあるので、それすら今難しい時代にはなっているんです

けれども、そういったことがまずできれば、おのずとその後のこ

とも考えられるので、情報の共有する術というか、みんなで何か

考えられたら、計画書にも生きてくるのではないかなとは個人的
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には思ったりはしています。 

会長  ありがとうございます。大変具体的にお話をいただいて、どこ

にいるのかが分かれば、とにかく動けるように、動くにはどうす

るのかということで、どこにいるのか。動いて実際現場に行かな

いと予定していたとおりではないから、現場に行かないと、現場

に動けないと行けないですね。そのためにどこにいるのか、また

誰が行くのかということがある程度準備ができていれば、そこで

何が起きているかは、それはもうそのときに応じて動くしかない

ということですよね。大変重要なご意見をいただきました。 

 この話は今日の保健医療部長も福祉部長も具体的に聞いていた

だいていますので、政策反映につなげていただければと思います

ので、ありがとうございました。 

 では、Ａ委員。 

Ａ委員  昨日は保健医療部長と医師会館のほうで災害医療の委員会に参

加したんですけれども、今歯科医師会、薬剤師会、あるいは医師

会とそれぞれで防災マニュアルを作っているところではありま

す。それがどれだけ機能していくかというのは今後各会員の先生

に徹底的に周知するということが必要になっていくのかなと思い

ますけれども、歯科の立場としては、やはり阪神・淡路大震災と

か、この間の能登半島とかでもそうですけれども、災害関連死の

ほうが歯科としては重点的に必要になってくるのかなというふう

には認識しています。そうすると72時間以上経過した後、そこか

らの体力も弱ってくるといったところでの誤嚥性肺炎とか、それ

の対策ということを歯科の立場としてはやっていく必要があろう

かというふうには思っているところであります。 

 Ｃ委員からも今お話がありましたけれども、そのときに市民が

どこにいるのかというのが、それとあと、ここに４月のところで

は一時避難所という、30か所と書いてありますけれども、昨日も

ちょっと話題に出たんですけれども、その前の救護所ですよね。

救護所で、当然大きい立川病院と災害医療、川野病院、総合病院

と中央病院かな、そこは救護所、ただ、どうしても立川駅周辺に

集まっているので、緊急の救護所というのをもっと砂川のほうの

ちょっと中学校とかに緊急救護所をつくってほしいという医師会

のほうからの要望が出ていたりもしているところなんですね。で

すから、その辺は今後市のほうと協議していくことになろうかと
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いうふうに思いますけれども、歯科の立場としてはそういう72時

間以上経過した後、我々もいろいろ活躍する場が出てくるのかな

というふうに思いました。 

 あとは防災グッズとして、歯ブラシくらいは常に入れておいて

いただけるということはちょっとお話をしておいていただけると

いいかなと思います。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。またこれも具体的なお話がいっぱい出

てきました。なかなか専門家ではないとこういう意見が出てこな

い。助かります。ありがとうございます。 

 副会長、お願いします。 

副会長  弁護士というのはさらに後から参加していくと思うんですけれ

ども、ただ、私も東日本大震災の後、福島の第一原発の事故があ

って、南相馬に、やはり当時は賠償請求をやって、それで結構相

談ニーズはあった。ただ、それもすぐというわけではないので、

ただ、防災計画まで入れなくても、多分何か月かたつといろいろ

と落ち着いたところで法律問題が出てきます。そのときは弁護士

会のほうでバックアップしてやっていくと思います。 

 あと一般論として、先ほど、地域包括支援センター職員を見つ

けるのが結構大変ということで、全般的に今後、立川市内はまだ

いいと思うんですけれども、10年、20年たっていくと人が少なく

なっていく。ここでおひとり様というのも支援が必要なおひとり

様、そこを誰が支えるのだというところは考えていかなければい

けないのか、今だけでなくて、将来もやはり見据えていく必要が

あるかなと、そんなふうに思います。 

会長  ありがとうございます。 

 それでは、Ｄ委員、お願いいたします。 

Ｄ委員  Ｄです。 

 まず、民生委員としては、現在も要支援者名簿というのを各自

持っていますので、少なくともおひとり暮らしの人のことは名簿

なしで頭に入っています。ですから、前の東日本のときにもいち

早く皆さん落ち着いた後にもう回っていまして、市役所のほうか

ら夜の７時半ごろに回ってくださいと言われたときは既に全員が

回っていました。それだけは確かでした。それでその後には皆さ

ん、ともかく自分が第一、次は家族が第２、それからだったら行
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ってくださいと言っています。 

 それから、ずっとおひとり様の話が出ているので、私も今おひ

とり様なので、そうだ、私も77歳のおひとり様なんだと思いつつ

いるのですけれども、一人ということは自分が、誰かにしてもら

おうというのではなくて、自分で考えるしかないということは切

実に思います。だから周りがどうとかというよりも、それこそた

しか医師会でマニュアルを作ってくださっているとか、そういう

のは周りであるのでしょうけれども、一人はもう一人なんです

よ。だから、それぞれが何か考えていると思うので、今度は自分

が民生委員の立場で考えると、それぞれの考えているところに寄

り添ってあげたいなと思っています。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 Ｅ委員、お願いします。 

Ｅ委員  私は今都営住宅に住んでいるんです。多摩川の河原のあれで、

それで小学校が近くにあるんですけれども、水害のときは避難場

所は使えないよと。ほかのところだよ。結構遠いところなんです

ね。みんな今の段階では在宅避難にうちはいこうか、そんな話が

出ていて、392世帯あるんですけれども、47年たちますので、ひと

り暮らしの方は結構多いですよね。私も大分前に元気なときに、

障害者の通報装置のときに、今まで３回くらい電話がかかってき

て、ベルを押されたから今救急が向かっているんだけれども、見

に行ってくれというので見に行ったんですけれども、ベッドから

挟まれて動けないとか、そんなケースは体験していますし、今、

介護事務所に通っているんですけれども、１か月くらい来ない人

がいてすごい心配なんですよ。例えば骨折して入院したから来な

いとか、あるいは亡くなった方も過去いたので、そんなときに何

で利用者同士でもう少し知らせてくれないのかなと思うのがちょ

っとありますね。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 では、Ｆ委員、お願いします。 

Ｆ委員  昔、昭和40年ごろ、大火事に遭いまして、ほっぺたが暖かくな

るくらいだったんですけれども、そのとき女性が２階に上がって

水をかけてすごいなと思ったんです。それとあと昭和49年か50年
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だと思うんですけれども、多摩川が決壊したとき、ちょうど橋の

上にいたんです。決壊するときというのは堤防は震えるんです

よ。震えてからぼーんといくんですね。固いやつだからぼきっと

いくのではなくて、震えて、ああとみんなで指さして、そしたら

決壊した、それは余計な話かもしれないですけれども。 

 私、今いろんなものを備えていますけれども、水とあと逃げ

道、これだけはどこに逃げるかを考えて、あと水だけはストック

しています。この地域は水害はないでしょうから、あるとしたら

火事と地震だと思うので、水と逃げ道だけ確保してやっていま

す。 

 以上です。 

会長  Ｂ委員、お願いします。 

Ｂ委員  ちょっと何かあまりに壮大なテーマだと思って、考えがまとま

ってないのですけれども、先ほどＣ委員もおっしゃったようにま

ずはどこに誰がいてというところを確認した上での安否確認が最

低限というか、もしかしたら、それしかできないのではないかと

いう、私も大きい災害に遭ったことはないので本当にイメージが

湧かないのですけれども、こういう状況になると支援者だって生

きるのが精いっぱいの状況だと思うので、まずは安否確認という

ところが第一なのかなと思います。 

 私が勤務している病院も災害拠点病院なので、トリアージの訓

練とかやるとどうしても悪いイメージしかないので、私はそこか

ら結びつくのは、最悪の事態も想定してそういう状況になったと

きに、でもどうありたいかみたいなふうにどうしても結びついて

しまうのですけれども、その中で先日立川在宅ケアクリニックの

先生の話を聞いて、なかなか死に場所がないんだよという、厳し

い現実を高齢者の方と一緒に聞いたんですけれども、最後という

ところだけではなくても、日頃では誰と連絡を取っているか。病

院にいても本人が家に帰りたいと言っても、家族が反対するケー

スとかよくあるので、子供世代とかとどのくらい話し合えている

か、あと近隣の方たちとふだん何かあったときにどういうふうに

助け合うのかというところを話し合っておくということが一番即

効性があるのかなと思います。 

 障害のある方とか、例えば呼吸器をつけている人とかだと補助

電源がどこにあるのかとか、そういうので計画書は作れるんです
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けれども、一般の方向けというのは広過ぎて難しいですし、もち

ろん次の情報とか、そういうのをまとめておいていただければい

いのですけれども、それが必ずしも活用できるとは限らないの

で、やはり横のつながりをつくるということが大事なのかなと思

います。 

会長  ありがとうございます。 

 私は最近思いますのは、日頃地域の方から、言葉が適切ではな

いかもしれませんが、取り止めのないご相談をいただく日々を送

っておりますので、そのせいもあるんですけれども、例えば避難

所に何日間かという生活を強いられたときに、不安な気持ちから

きっといろんなことを相談したり聞きたいというのがあると思う

んですね。でも、避難所は皆さん忙しく働いておられる方ばかり

ですから、そういう方への、大げさにいうと心のケアということ

なんでしょうけれども、いろんなことを相談できる担当者が配置

しないといけないのだろうなと思っているんですけれども、なか

なかそういうことって具体的に出てこないんですね。それは何も

プロではなくてもいいと思うんです。つまり我々のようなアマチ

ュアの活動者でよろしいのではないかと思うんですが、そういう

方が避難所で、まずは第一次受付的に質問や不安の整理のお手伝

いをするというようなことがきっと必要だろうと思っています。

それが私個人的には考えているところであります。ちょっとまだ

足りてない、今の体制ではそれは至らなくなっちゃうのではない

かという懸念をしているんですね。 

 あと皆さんからのお話が出ていました、Ｄ委員のおっしゃって

いました要支援者名簿というのは、つまりＣ委員がおっしゃって

いたどこに、誰がいるのということ、それは実は要支援者名簿と

いうので分かってはいるんですよね。これは手上げの方も入って

いるし、いろんな実態調査の中から出ている方もいる。その名簿

をＣ委員がおっしゃったとおり、個人情報の固まりなので持つ人

を限定している。そこをどういうふうに生かすかというとこなん

ですが、実は名簿はあるのですが、それを一定の個人情報保護の

署名をして誓約をした人たちに配っているのですが、そこは複数

になっているんですね。複数で一人の人のところに違う協定を結

んでいる人たち、具体的には自治会だったり民生委員だったりが

何度も訪問するというような、何度も訪問してもいいのですけれ
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ども、非常に非効率、とにかくまずは一気に回らなければという

ことの整理が全然進まない、遅れていると思います。だからどこ

にいるかは完璧ではないけれども、分かっているんだけれども、

誰が行くのだということですね。そこがこれは本当にすぐに何と

かしなければいけないことなのではないかと思っていますし、Ｃ

委員のようなそういうお立場の方も同じようにそこに加わってい

く必要があるし、この名簿を作りましたでは、ちょっとやはり整

理が難しいのかもしれません。個別の支援計画をつくらないとい

けないということで、それは大体分かっていて、全国的にやりま

しょうとなっていて、各地区町村にやりなさいという努力義務的

にきているんだけれども、それがまだ努力義務なので、ほかの仕

事もあるからなかなか前へ進まないというところもあるし、市役

所だけではできない、ケアマネジャーさんとか、そういう方のご

協力をいただかないと支援者の、具体的にはこの人のためには何

が必要なのか、この人は普段飲んでいる薬がこれだったら、その

薬をどのくらいストックしておけばいいのか、この薬がなかった

ら、どこに取りに行けば、それが供給できるのか、そんなことを

含めてというと、その辺のところは今どのくらい対象者がいて、

どのくらいの人がいるかと、分かったりしますか、大体で。 

 地域福祉課長。 

地域福祉課長  いろいろご発言、どうもありがとうございます。 

 大まかにというところなんですけれども、市内で避難行動要支

援者と呼ばれている方、介護度が要介護３よりも高い方であると

か、障害をお持ちの方というのが主な方になるんです。あとは自

分でなかなか動きづらいなという方、お手上げされている方もい

らっしゃいます。そういった方を含めて、大体ですけれども、

4,000人以上市内でいるというふうに考えています。その中で情報

を必要なところに提供していいですよというふうに同意をいただ

いている方、その方の名簿は同意者名簿というふうに呼んでいる

んですけれども、この方が2,000人から2,500人くらいいらっしゃ

るかなというところでございます。 

 今、同意者名簿を包括であるとか、民生委員さん、それから、

協定を結んでいる自治会さんのほうに年に１回更新した形で提供

のほうをさせていただいて、発災したときに安否確認をしてもら

うというような形で今動いているところです。 
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 会長がおっしゃったとおり、まさに課題というのは、では実際

に個々の方、どれだけ具体的な避難をするんだ、そういった避難

計画ですね。こちらのほうも少しずつですけれども、取組のほう

は進めてございまして、今地震は全域で起こってしまうんですけ

れども、平成何年ですか、かなり洪水が、あ、令和元年、すみま

せん、令和元年ですね。風水害があったと思うんですけども、そ

のところの教訓を生かしまして、まず多摩川の洪水浸水想定区

域、こちらのほうの避難の要支援者の方を中心に、来年度までに

400件を何とか整理するよというような形で今進めているところで

ございます。今実際に作っているのは150件くらいなんですけれど

も、その中では実際に作りますかというと、私はいいですという

方もいらっしゃって、そこにも同意というようなことがあるので

すけれども、今そんな形で進めてございます。そこのところがあ

る程度一定整理できましたら、徐々に市全域のほうに広げていき

たいなというのが今の計画のところでございます。 

 あともう１点なんですけれども、今実はスマホとかの、そうい

ったＤＸを使った便利な機能がかなり普及してございまして、実

際に発災したときに、今自分はここにいる、無事だよとか、そう

いった報告ができたりとか、こちらからもすぐ逃げてくださいと

か、そういう連絡が取れたりとか、そういったシステムなどもあ

りますので、これからそこの辺りをどういうふうに活用していく

かというような検討を今まさにしているところでございます。 

 私からは以上でございます。 

会長  ありがとうございます。 

 個別計画ももう３年くらいやっていましたね。最初は９人くら

いだった、それが今150人まではきたので、これから400人とい

う、そういうペースでいくということで、それでもまだ10％です

から、長い戦いになると思いますけれども、これについては地域

包括支援センターの皆さんも協力をしていくという話になってい

るかと思いますので、ぜひそこを期待しております。 

 先ほどＦ委員からも水害はこの辺はないだろうと、でもＥ委員

は水害が起きるかも、一人一人事情が違うんですよね、これは

ね。だから個別に作っていくしかないのだろうと思いました。あ

りがとうございます。 

 先ほどＤ委員が民生委員はまず自分、家族、それから助に行き
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ます。だから何を置いても駆けつけるというわけではないので、

それが自治会もおそらくそうだし、専門職の皆さんだってそうで

すよ。だからそこをいかに初動を効率よくやるか、とても大事だ

と思います。 

 民生委員は、何で自分、次は家族、そして地域の方というふう

に徹底しているかというと、東日本大震災のときに民生委員の方

が最後の最後まで安否確認をやって、一緒に津波に飲まれて、何

人もの方が亡くなっているという、自分は避難しなかったという

ことが起きたものですから、それでそういうことになっちゃった

んですね。これは民生委員だけの問題ではなくて、専門職の皆さ

んも同じことだと思います。その辺のところの徹底をしていかな

ければいけないというふうに思わせていただきます。 

 この件、何かほかにいかがでしょうか。 

Ｄ委員  今もずっと考えていたんですけれども、やはり昔言っていた向

こう三軒両隣と言って、いわゆるご近所さんというのがすぐに手

がつなげられたんですよね。でも今それはすごくないので、新し

く入った方ともなかなかお付き合いができないというような状

態、だからやはり自治会かな、近くの自分の周りだったら何とか

顔見知りになれるから、そういうのをどうやったら広げていけた

らいいのかなと今ずっと、それが一番本来の形かなと思いまし

た。 

Ｃ委員  では、つけ加えて。 

会長  お願いします。 

Ｃ委員  おっしゃるとおり、僕が言っている情報共有というのは市役所

とか我々がということではないんですよ。我々は分かるんです

よ。僕が言っているのは、Ｅ委員がさっき言ったことで、重要な

ことをおっしゃったんですけれども、デイサービスに来てもほか

の利用者さんがなかなか来ない情報を教えてくれないのが不満で

す、そうなんですよね。言えないんですよ。何々さん、１か月来

ない、実はお亡くなりになったんですよとかという情報を伝えら

れないんですね。 

 要するに地域に住んでいる住民の人たちがどこにひとりの人が

いるのか、65歳の人で元気な人も被災すれば要介護者なんです

よ。要支援者名簿には出てないかもしれないけれども、被災しち

ゃったら、骨折すれば要介護者なので、今要支援者名簿にいるか
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いないかの問題ではないので、地域の住民が隣近所にどこにひと

り暮らしのおじいちゃんがいる、おばあちゃんがいる、おじいち

ゃん、おばあちゃんでなくてもいいですよ。別に20代の子でもい

いんですよ。人がいるんだという情報を知っておかないと、我々

は後づけで助けに行くので、名簿を持ちながら、それはいいんで

すけれども、初動って、絶対どんな被災地でも住んでいる人たち

なので、その人たちがどういう情報共有できるのかというときに

個人情報の法律が邪魔だったり、さっきも西上さんがおっしゃっ

たように一々許可を取らなければいけないかという時代になって

いるので、なかなかそういうのが難しいのをどうしたらいいので

しょうねという話の情報共有という意味です。 

会長  という、それは確かに難しい話ですね。 

 そのようなことを災害のときというのはみんなが関係、一斉に

関係する話なので、そういうことになりますよね、確かにね。 

 そういう課題も含めて、そのほか何かございますか。よろしい

でしょうか。 

 今日これだけのメンバーでもいろいろな角度からのお話が出ま

した。ぜひこれを地域ケア推進会議のほうでも参考にしていただ

きたいと思います。ありがとうございます。 

 それでは、次に進んでまいります。５番のその他です。 

 その他、次回日程でございます。 

事務局  本日はありがとうございました。 

 その他ということで、次回の日程でございます。 

 次回は、７月22日火曜日、午後２時から、208・209会議室とな

ります。よろしくお願いいたします。 

会長  その他のその他で何かありますか。どうぞ。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ包括です。 

 ちょっと一つ前に戻ってしまうのですけれども、地域ケア会議

の進め方、内容について各委員の皆様から非常に貴重な意見をい

ただくことができました。支援が必要な方を見つける仕組みや制

度というのは要支援者名簿という形で存在はしているんですけれ

ども、これの活用についてはいろいろ課題ですとか改善点がある

というお話がありましたので、次回のケア会議ではその辺りをお

話しいただいて、ケア会議メンバーとして考えていきたいなとい

うふうに思っております。 
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 やはり災害とかになると、そういう制度、仕組みは行政が考え

る、行政が作ったから行政がやるという、全て公的な公助のとこ

ろに期待をしてしまう方が多いのですけれども、前回のケア会議

でも防災課の方がおっしゃっていましたが、計画は市が作るもの

ですけれども、取り組むのは市ではなく、関係者の皆様を含めた

地域住民というお話がありましたので、まさに向こう三軒両隣と

かというところは、もしかしたら地域の方の役割のことなのかな

とも思いますので、そういった地域の中でできる取組というのを

立川市としてどのように働きかけていけるかということを次回の

ケア会議でお話合いができればいいかなというふうに気づかせて

いただいた貴重な会でした。ありがとうございました。 

地域福祉課長  すみません、１点だけ、すごい細かい話で修正のほうをさせて

ください。 

 私、先ほど個別避難計画、作った方150というようなお話をした

のですけれども、150ではなく、120前後だったというふうに記憶

してございますので、すみません、修正させてください。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 そのほか全体を通して何かございますか。言い漏らしたことと

か、つけ加えていただきたいこととか、よろしいでしょうか。 

副会長  それでは、本年度第１回の運営協議会を終わります。 

 どうもお疲れさまでした。  

  
 


